




小児パラプレジアの病因には多くの先天性,後天性要因があるが,我国における実態には不

明な点が多い。昭和53 年度よりスタートした小児パラプレジア研究班は,広範な全国的な

疫学調査を行い病因の解析をすすめ,更には・麻痺の経過,脊柱,下肢変形の進行様相麻痺児

の家庭,教育状況の調査と,診断面に関しては,直腸,肛門機能を直腸内圧筋電図により検討

し,また Blink reflex による脳幹機能の検査,CTscan による小頭症児の検討,治療法につい

ては早期治療体系の確立を目指し積極的対策を確立してゆくための保存的,手術的研究を

行い,装具治療に関しては,下肢機能改善を目的にし,歩行分析,変形予防治療を行っている。

このような小児パラプレジアに関連のある諸疾患として下述のごとき疾患を対象としてい

た。 


